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第叩宇翻発三会1劉鑓）騨醗

日時　㈱4－7箪、埆8鰯
　　　　　午後2時～4’時

場所　 宇宙掬発委員会会議室

議題　　脚48年度8～9月期・〃ツ下打」」げ∵

　　　　　実験の血忌について

資　オ斗　　　　　　　　　　　　　，、　　　＜
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昭和46・年度8㌍軌目期ロ・ケット打上げ、

饗肋翻1確ρいて鱒’

〃イ爵イ9犠夜脚雌

’4iL＄のC型。〃っト‘馨回す∫上」ノプ

灸訟盤皐の轍審　、　一

∠
．

＼

〆



●

●

ユ．　日．

2．場

3．議

　　　　　　　　　　　　　の　　　ヘサ　　　　ゆ

時

所

題’

4．資　朴

　委13－1
　　委13－2

5 邸席者

　宇密開発委負三三負

　　　　〃

　　　　〃

　　　　〃

’関係省庁職負等

　　科学技術庁研究調整局宇宙開発参事官山

　　文部省大学学術三審謎官

　　通商産莱省重工三局次長

　　工菜技術院総務部長

　　運三省大臣官房参事官一

二和47年10月11日（茄　　・一
午後21｝ぎ～41｝芋

宇宙開発委貝回会議室

㈱47飾皮に回る宇翻発関下罐の
二二りについて　　　一

、

前回議喜要旨　　　　　　・’

陥和478年撲における宇宙開発関係回旋の

見冠りにつ》・て囎　　　　ノ

　　　　　　　　　　　　／　、

　　　　　　　　　　　　　山一県昌央

　　　　　　　　1　p細島　　毅
　　　　　　　　　　　　　吉・識　雅　夫

　　　　　　　　　一　　ノ八　藤菓　禧’

　　　　　　　　　　　　　　　野　正　：登

　　　　　　　　　　　　　犬　丸．　直

　　　　　　　　　　　　　・‘代理：鈴木）

　　　　　　　　　　　　　北村　昌敏
　　　　　　　　　　　、　・　1代珪：相馬）

　　　　　　　　　　　　　片　山．石　郎’

　　　　　　　　　　　　　　1代理：吉川）

　　　　　　　　　　　　　佐．藤久衛

　　　　　　　　　　『　　　1代理：池田）

／

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

　　　　鰍庁総務融　　　一．．石原，明
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1代壇：高谷）、

　　　　海上保安庁総務学長　　1．，　・　　高野　　夙“・．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（代理：樋’口）

　　　　三聖省大臣官房技術参事官　　 増岡康治
　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　‘代詠：馬場）

　　　　踊〔京大学宇密航空研究所二二課．　　・岡

　　　彗≦務局　’　，

　　　　科学技術庁研究論登局宇宙企画課長松’元　守他　●

　　a議事要旨
　　　　も　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　ノ

　　　（1）前回議事要旨について

　　　　　前回離事要旨力添i謬，された。

　　　（2）昭祁48年度における宇宙開発1封係経費の見横りにつ吟て

　　　　　当科委ユ3－2について以下の質疑応答が行左われたのち、．

　　　　原案どおり決定され左。　　　　　　　　　　　　　　　　．、

　し＿耐：機鵬勇要求を委員会の見積りに含めることばどのよう一
へ

　　　　　な意味をもつのか。

　　　事務局：総理大臣から行政監理庁を含む各省庁にこの見積りを．

　　　　　蝋するようにとの文書が出されるので、数会の意見と　●

　　　　　して楡底されると考える。

　　　網島：P3の科学衛畢の項について、弟4号科学衛星のミッション

　　　　　を変乱することを記述する必要参あるのか。．

　　　八藤．：P．2∬．1；く3）の耳CSと、前文の通信衛星蔚よび放

　　　，送醒との騰はどうなるか。一㍉’一　一

　　　　　　　　　　　　’



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　弓

事務局：ECS関係の経費はミリ波中輝器、ミリ波アンテナに関

　　するもので、郵政省から要箋のあった通信衛星、および放鮪

　，衛星とは一応関係がないと考えらμる。

山県：原案どおり見積りの決定を行なう～≒ととし、通信衛星およ

　　び、放送衛星については、別途見権ることと．したいg
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　聰委ユ4－2

　　　　三和4’7年度8～9月期ロケット打上げ実験

　　　　の評価について1案）　　　　　　　　・　＼　　デ

　　　　　　　　　　　　、
　　　　　　　　　　　　　　　　　昭和47年li月8日

　　　　　　　　　　　　　　　　・宇宙開発委員会

　陥和47年皮8解9丸｝期ロケット打上げ実験を評備するため、．

次により調査審議を行なうものとする。　　　　　　　　　　　’

：L　東京大学宇宙航空研究所が行な？た暗和47年皮第ユ次親旧
　、
　ロケノト実験の結呆1科学観測の精果を除ぐ。）および宇宙開

発縣蹴行砂た第6回・砂ト批げ実脚蘇を回す
　るために必要な技術的事項について論査審議を行なう℃

　　｝
2・　1の調査審議は、技術部会において行ない・、略和47年12．

＿月末までに終えることを目途する。’　　　　L　　．

●

　／
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　〃一45－4／1求、β翫ξ〃4降3月1！9β．〃碕≒40分，＜琴審芽寸マれた。

　各段：ロケツみの燃」焼荏正常乙ll、第4段ば発射後ワ・分・3秒、

商度284規κみ・・乙点火θ約40、秒閉燃焼に第2二三

衛星と第4綬モ魚油とバ二二κ打ち訟さ二二．

　乞の後内之清ノくおいで妖！4時30冷・か6μ時3粉訂秒

まごρ間衛望からの懸灘受信乙、衛星の第4段毛一螂か肋

切離乙と：観測用アキテナの伸張ぎ確認乙た。衝星ノ＜搭載馬ざ

越縮屈側の同誌電石撒フ顎や湿田店回フラズや

多糧測年蓑置、電磁ヲ庚励起実鹸蓑置、磁：湯変動測定装置

あ・よび・言忌〉易度茨設定蓑置はいず》1も正常ノく炸動6，また緯ア星」内

・部環境計測蓑躍．太陽電辺シ性能i則定装置r5正常ノくイケ動レ

六が＝衛星警勢測是蓑置のうち太陽センサー1ま作動が不．良．Zゴ

あった。

　憾了雇の卿L道コ・ま、近地濤・高度250畑、遠；旭点高度6タ60ノく〃乙、

軌i｝嶽斜31度．周期／6ク二二“、！亘跡1姻赫3の脚’1（5筆凋

発肇弓鋸三三と沖縄局湧芦政省電沢研卿漉徽所ビ㌢了桝ブπ
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款糊航杢縮局（醐εのの郭一，売チヤゴァ齢ジン

あよがヨノ・叡フ》レゲの各醸フランス画亥縮研究二郎rα螂り

のクノ乙一．　フ。ラサとシレあ・よび・ラズハ・ノムマスのレ各局て：“受倍ご揮ヒ。

衛星びfごん1ぬ（ρ酬加庵演）とる付け旅．国際標識

／972－6∫4レ弓づρ、：互えられプiζ。

　こ・ん’ま・！3打5」＝げ参れご以某．正常な動悔緬ナ」爾歌

観i測を行嬢ってい六が、2月2Z日午前9蔚4分ぐ第Z6周）ノぐ初めご．

電5ブラツクス潔q：定装置の電シ票が鵠馬入．ご才したβ祭ノく、爾星の電テ原

系統ノ（異常が．あ，ニリ．観i則デニタき符号イと乙τ送応ずるたのの愁心

器ぐ工》コーダ⊃かご正常’く動ラ乍乙なてなク，乱れ」メチ同一点βを三余いこ

厚・竜旦表のあるデニタ乱送らなく族・な。この状ラ兄ぽ、蜆庇5なあ・

論いτみり課常の原因’ま酪フラツクズ測定農高κグ鯛雛

ごし、る高電ノ壬ノ亘1慶ト；ぐ才食：電：か”お・こ：つノと7ヒδつと考之・られる』

　衛星’く謡言亀乙プ…：／36〃∫イzと∠泥）0！∀胃z．送ゲ菖撫ノごよる篶｝ア星．追，品状rま

引ぎ丸瓦」いて4了なソっ才しこ↓1る．

　放障の肋κ22日以降の科営観こ婁・腱港なくなった帆2Z日

ま乙ツ（電離：層お、函び・痂琶気，團のフ・ラズや塞度．電綴、〆ム戸

電磁液の強度ズ〈ρ外ル、ム戸電タ凝エミツ》ヨ〉みよが・∫¢球：1磁協

備硲どK関病訴面面灘饗取得弱ことが乙・紫。

　びあ・．雰期一．ヒ下角ρ設完1∫％、5雇乙覧糎あったが’．躯三寸ヂ乏0

調査κより、・ラこヂ†・角度指示計ノで誤差．があ6六穴の、
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実際の設定角ば悔4度乙・あ舵ごとバ判幻肛瓦衛星の軌道

刀蟷橘K比バて近蛇点が循く

のた1めごある●

逮地点が高くかっ7ヒ4）ば．こ・．
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ム5一薩’ρクット6職Tf£’プ卿～’余課の蔵」拳N。．
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　＼

　　　　　　∠＿5－C型1コケワト1ま，　八10ケワトの井2歪黛y戸（イ吏用可ろ　ヨ葎イ本

　　　　・ケワトめ廟雑朔的としR才／≠笑三体鉾2段液働・z段式

　　　　Pケ・ソトで計る．・

　　　　　　今・回一丁1二げ、マ乏6号桟は二、マ旧来力・ら斥売：げて干7三≧1セ4秦口坊，ト

　　　　エンソン曝しめ環埆（岡る！1・主能識能確回すうとと拡，

　　●’「．漏イロイ岩号にrり　シいンバつレ斧り修ア装置訳1よひ亀｝カリスジ上ワト％ll僑ア

　　　　装監年頭爬、ご幅制雑ア俵膨　蜘L櫛能確．器一ことk
　　　　目白9と（てv・／ヒ．

　　　　　　刺遅桜は日脚嬉9身2夘ζ月♪複3略汎濫二軸
　　　　セツ・ヲカ・ら．，工二下角72．5。、方マ立．角／∂2．orで9才τ『凱［け“ら’μ斥。

　　　　郭D心血天候は山北伽ノ風夕頭∫演温23℃で湿た、

　　　　　　ρケット七二し∫う時のテし冷タテ’．一三・レク老尾デL夕凝び．

　　●ナヶ勲再認蹄細面に示卿（’完全に取得する二とガ

　　　　で寺1三。

　　　　　　θ）　．〒レメーータ受イ1∋

　　　　　　　　　搭熱矯応ひ・髄蝶置と秋1陶却二作勅し，全

　　　　　　　　’選一タ抽喉眺受イ乞した’，

　　　　　（2）レタベ追尾
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　セ　　　　　　　　　繍総芸ダ三三猷ll繭昨軌rl歴
　　　　　　　　　を良好、．に追尾俳。　　，　　　．　・享
Σ　　　　　　　　　　　　：・，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　『∴
　　　　　　　　　　　　．1馳　・，　・　　　　　　　’　　　　　71，一幽
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（3）光学追跡

　　　切段は搭射かう着71くれ“、．

　　　20紗まで追跡、し尺。

、ナ「2段は癸射力S

　　こ4化らのテ“一団1ぐよ与し塚“、

仁；「）タ（のよ：うて・・あっ「「二ρ

　　　　　　　ノ

甦しめ中に剤朽ロケット各著Pのブ’吻1

の矛2段液体ロケットエンシ・ツ

　　　弁2段エンツンぱ／一ユ三分漸灸正・悌1て菓火し約32秒

　　　唐】ズ溶実下した、　二め1初叉撚瀦を万三力，・9ンフノ壬．力箸1旋王常で1

　　　あヅン川二より隠しの環境1（却怖エンデンの桟能、

　　　燭野鶴ヵ・“で’きπ・し叫全燃焼時間ヵ＼惰†酬直

　　　∫：り落丁矩一P・カ・・丁ヒ・　二・IM1【啄多：遂二のデンハ・ルぞt幻、圧の

　　　異調下に伴㌶生じ讐紅ンうし’ン勧下国に満貫ろ

　　　モの乏：堆崖判れろ．　な脚詳細につuでな厨下検ち寸、

　　　中である．

②　う“ンノ・“ル制御装置

　　　海段飛しょう物一時期ラツベ’ノ舳圧ヵ・・懊麻低下

　　　しそ殉ン．ン川レ装置は，正掌なイ働をしプ伽たヵ、・．

　　　麹励正規雁警保丁執てし、花期旬’よ編・鶴に
　　　追遮してイ乍動7し7三．　　な誘・、こめう由彦低下の原因’よ

　　　う由7壬オくσンフ・あ電ジ原糸系た．の不」呉ノ合＼1回忌うも4）と丁盆炭ざψ・tろ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　童　　　’か“，詳細についマは目下直言抑で陥∴

　　，　」
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　（3）刀・スジ’エ1・！卜制御装置．

　　　　湘働・ス1シ・士ワド猿動丁タイマイ三号により正物く作動し，

　　　　三三魁ll！豚卸シ榊儲に老御て1
　　　　作動した．ご4U（より・かスシ卸降1脚装三田ひ覧’

　　・轟位桟恩の＝桟能確認ヵv・て・雛・●　’…

以廓う11私5回忌ケ1ソト6職の’ア丁乙残旧訳・磁

㌫レメー9デL9、げで凱・テ覧Lタ荊物恥鷺鱗7覧’一三
毛完全に取得了ろ二とか・・でで托．．　ご吟らの』デ渥列『あ」亡才2β粟

エンデン訴Wカ・スシ掃影Li三訂φ櫛融驚1拓窒識ニヒ

か・で翫新．捗ツ“1レ制職勧．織しφ∫中・1締期

蜘隣に．低下し一こ殉・・牌門田叡働1画’1ン　・

離が一躍の励そ1篇し緑・輔に恕病皆19・
偶1て砂て働し儲を騨弗1・卿哲：ン．、づ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一
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